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	応用
	抗原情報
	背景
	ポリコームグループ（PcG）タンパク質は、細胞系統の指定、細胞死、および細胞周期停止を促進する遺伝子のサイレンシング状態を維持することにより、細胞のアイデンティティ、幹細胞の自己複製、細胞周期の制御、および腫瘍形成の維持に寄与する。PcGタンパク質は、エピジェネティックなクロマチン修飾を介して長期の遺伝子サイレンシングを維持するために協力する2つの複合体として存在する。最初の複合体であるEED-EZH2は、DNA結合転写因子によって遺伝子にリクルートされ、ヒストンH3のLys27をメチル化する。発生を通じてHox遺伝子を含む多くの遺伝子の転写抑制状態を維持するために必要な複合体クラスである、ポリコームグループ（PcG）多タンパク質PRC1様複合体の構成要素である。PcG PRC1複合体は、ヒストンのクロマチンリモデリングと修飾を介して作用する。ヒストンH2AのLys-119のモノユビキチン化を媒介し、クロマチンの発現能を遺伝的に変化させます（PubMed:15386022, PubMed:16359901, PubMed:26151332, PubMed:16714294, PubMed:21772249, PubMed:25355358, PubMed:27827373）。RNF2、UB2D3、BMI1からなる複合体はヌクレオソームに結合し、ヌクレオソームヒストンH2Aに対してのみ活性を示します（PubMed:21772249, PubMed:25355358）。 PRC1 様複合体では、RNF2/RING2 の E3 ユビキチン タンパク質リガーゼ活性を制御します (PubMed:15386022、PubMed:26151332、PubMed:21772249)。
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	(1) K562細胞溶解物、(2) PC-12細胞溶解物におけるBmi1発現のウエスタンブロット解析。

